‘4

SEEN

LR EE DEIRDT=H DA EE.

ERR31F4H25H
154 B
b R T RER - MR ER

1151




NHERERTGRE DEED =6 DA EE A (A HAER)

HMHE-REA

NRE. NEEF
(HE=HEMEER)

T—IL. KEEE

MR, Xkt 32—F
(e HEER)

HEEE

—DDEERIZELNT S
/] Hi-7aHEeZBNT %

\ 4

/ M AREHELEILS

DO&EHIL-EEILEZE (P5)

4 feERZEtmD BHICEERT S

\ 4

QEFmILtEX(P6)

\ 4

\ 4

QEFAEX(P8)

" AV T1EBREL
FEEX DEEREZEHFIDERICR DD
W BREZMIELEZY

FALZERELIZYT S

@3B IEEE R (P9)

N fEERE VIR

\ 4

OaAZN—HILTHAUILEE
(P10)

@RENEZE (P11)

RERE. ZABUEI—F
(fRftieER)

Bﬁ((( I}j((( -'-J-% 1

B XL 5%«’:7&61@.&0)
MRRIEZEITS

A 4

@A K - BKEFR(P14)




) & B E%

BB R e EX

BERERK

BB

N NE

AL

M AFEREEILT

BREZMIELIZY
FRANLUZERELIZYT S

N

\ 4

QEHmILEEX(P7)

R GOaz=N—YITHAILEE

(P10)

iE

BAETEER

=R K F e %

=i

g YR IE R

v MEERZ Y ET " OFRENEZE (P11)
BRSO |
HKICEAT2EEATSD | ORBBEAKEHIERKEE
ek -erERIEERS 1 (P15) 3B IER S A DKL

[(SZ 155 B - E L 58#ME
BREAXREZE(P16)




~

NG ERTE

EDEFEDT=H D7 EF AR (2 AIEER)

HET 1% 15 \

ERE.HNMESF

\ 4

/ feRZEMM D BMICERY S

BREEMELEY
/| EXMLERELIVT S

QEFHE %X (P8)

> fERREEYIRY

J @AZNR—HLTHALALEE

(P10)

\ 4

@RENEZE (P11)

,

\ HE A RIGEEZTEZS

n

\ BBl R 35 L7 D e ER D
M EIIEZTTS

\ 4

OHETHRIGEERSREER
(P13)

@RAFFK - HKEE(P14)




NI

A

R1IEEDEFED=-H DM A EFRHBI(SE)

N\
- R 5% AERE
X
71 EE S DHIE | R R e 2% S 324
(%) H AR % : REXR
PN ERORANEEL TS BELEE
- TR EENLER, B AES
QEHdn1t O O EEHRITEM
O3z B ohn ~oim | DEDMAE (EHIL-EAIELIREY
& 2 O O DB DERF) L TTAE
iF e
= DR ELE 'E‘jfg;ﬂ“ggéf
s ToEE 6~50%
CEHTEE
B®a1=/\—H)L O o o FE&REDNRAERIZEITHRER
THA1E HRRLOERELHE
©B&AN O @) @) —
@mhErH 55 e | PROEEETIEBRIEES ERIREROTNEL
MEERARE O IEE AT EE ity o=
B b FETHEES D30%
& - HERBIERDOSE. FEESROEN
’J.D\Z @R K o o FIFT AR O TR COLTIEH R
JB
& | ORBARKE o (RS- st . L REIED =DM E 70%
;%\1 5 1F o 25 RE R L TSR TR 100%
; M5t W5t B BEMEDT-b D3N E
SIS W ~ BB
D maa ot ® R (- SCE N FRENT 3E (4 50%
2% 5 A FIERL—HHR)

KABEERVAEREMEHRZRS

(R O~@IFFEMIBFEEET. D~ORUISENTTERI2FEEET

(BER) BEEENDO~O2TRUMHFK - BITRDDIAXEREREEEHEICEOTTONIFET, OZRE, BRERGEZFICMEMTONEEARE, 2L, 1V ITFRFMGIL
EAHBICAVTEMERHBICEHT HLESN TV AEE RIS, SEHM. HEOBEIBROEZ . BEREROKES, MENBEEEEN. MEEA) MEESRHEE 4
FFE-FB LD e B E O #HESEE |ZIZ2 g INTUWAESIL. BRI EEZEELLEVVMESTE ENE-ESIEEBEEED SR ELS,



{ D S0k - EREE

R

O AR EICAHE M Ton-EHIEERRIIESLERTHO>T. £4LLT
X ARAERCPARREE. AREERERZERIAEXREIHREGLSHEN

MEEIE =smp . TR0EE~TERDBER

EXFS T

GAMDEROEILS, £ FEALICE IR BROBERD % _
BRBIEA BSEURISTDN B LADE,

AEE J)L\'C%‘“J%%%Laihé

O RRtX0AEREImSLER

: Sl =3 EOELE— FETHREREE
3l our:e éuui%%b@?’*’rm%’]b’r TE%I STt ﬂoMtﬁ EEFEL5— PR
BIzlE. HREHD, % ‘
- ARIERERRIMER (FEH) EEELTIELOVTE. A i )
RIERIBEIBSICRYRRELD, u ZZB
(HFAHMADHDEE . UHHAHTOVNTIEEEES %)
1L T A LI EY B E T BRI, SA MO D1 LEFECYST '
Ber AL R ER - ICHBTIEAICHOTIE. EREXITES A BU RS E pe A A
EIZEY BT BHERICRIBAIBYR R LD, |

FECHE#ECTLSMIL—L, —BEMNESE)
FUER-THEEEICHTIHIEAHIEE RO A (FB SR RAR—RE) B |

—

£ht - ERILEXRE
THEIRED50% & A R FEE

N

SAEREEEEREEERN GiAE0w)

—
— A% BAR I



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　ではここから、それぞれの事業について、概要を簡単に説明。

　まずは、集約化・複合化事業について。
　平成28年度までの公共施設最適化事業債でも対象とされていたが、充当率９０％の交付税算入率５０％。

　延床面積の減少を伴う集約化・複合化事業が対象となり、当該事業が個別施設計画に位置づけられていることが条件。
　細かい留意事項は記載のとおり。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　公共用建物の長寿命化事業について。

　既存の施設をできる限り長く活用する「長寿命化」は、施設の統廃合によるダウンサイジングや他用途への転用による有効活用と並んで、維持管理・更新等にかかる財政負担を軽減・平準化するための有効な手段と考えられることから平成29年度より新たに対象にしたもの。

　充当率９０％の交付税算入率３０％（財政力に応じて３０～５０％）。

　施設の使用目標年数を、法定耐用年数を超えて延伸させることを目的とする施設の改修事業を対象。
　個別施設計画が定められ、法定耐用年数を超える使用目標年数が設定されていること、
　また、法定耐用年数を超えて使用するために必要な事業であることが個別施設計画上明らかにされていること、
　さらに、施設の床面積が増加しないことが要件。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　次に、転用事業について。

　平成28年度までは、地域活性化事業債の対象事業とされていたが、平成２９年度からは公共施設等適正管理推進事業債の対象。

　充当率９０％の交付税算入率３０％（財政力に応じて３０～５０％）。
　同じく、個別施設計画に位置づけられていることが条件。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　次に、コンパクトシティ推進のための立地適正化事業について。

　人口減少を迎える中にあっても、地域社会の活力と魅力を維持・向上させるためには、コンパクトシティの形成によって人の居住や生活サービス施設を集約化し、持続可能な都市構造を実現する取組が重要であることを踏まえ、立地適正化計画に基づく事業であって、国庫補助事業を補完し、又は一体となって実施される地方単独事業を対象。

　充当率９０％の交付税算入率３０％（財政力に応じて３０～５０％）。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　次にユニバーサルデザイン化事業について。

　ユニバーサルデザイン化事業については、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機として、地方団体が公共施設等の適正管理を行う中でユニバーサルデザイン化を推進するための事業を対象に追加したもの。
 
　具体的には、ユニバーサルデザイン化事業は、バリアフリー法に基づく公共施設等のバリアフリー改修事業としての移動等円滑化構想に基づく事業、移動等円滑化基準に適合させるための改修事業や、その他公共施設等のユニバーサルデザイン化のための改修事業が対象事業となる。
 
　起債にあたっては、
・　公共施設等総合管理計画にユニバーサルデザイン化の推進方針等を記載した上で当該方針等に基づき実施する事業であること
・　移動等円滑化基準に適合させるための改修事業、ユニバーサルデザイン化のための改修事業については、個別施設計画又はユニバーサルデザイン化を推進するために策定する計画に位置付けられている事業であること
　などを要件としている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　除却事業については、平成29年度から充当率を９０％に拡充。

　地方公共団体からの除却経費に対する財政支援の更なる充実を求める要望も踏まえてのこと。
　除却事業については、個別施設計画の策定は不要。これは、施設が除却されて存在しなくなるため、当該施設の今後の在り方を検討する必要はないため。

　申し上げたとおり、充当率は９０％ですが、これについては交付税措置は無し。

　以上が、公共施設等適正管理推進事業債の各事業の概要。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　上述した交付税措置率引き上げの具体的な方法について。

　財政力の弱い団体であっても適切な事業実施が可能となるよう、交付税措置率について、財政力に応じて最大50％まで引き上げるもの。

　具体的には、都道府県、市町村ともに財政力指数が０．８を下回る団体について、財政力に応じて交付税措置率を30％から引き上げることとし、財政力指数０．４未満の団体については、50％とすることとしている。

　なお、長寿命化事業及びユニバーサルデザイン化事業のうち、義務教育施設の大規模改造事業に係る事業については、地方負担額に対する交付税措置率が、学校教育施設等整備事業債における義務教育施設の大規模改造事業（地方単独事業）に係る当該値を下回らないよう設定している。
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